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受精卵の移植１こおける医療週誤を考える 勢

日本牛殖看護学会 理事長 森 明子

先日、 受精卵の移植の取り遠えω可能性という生殖補助 医療嘩えに起こりうる 問題 が香川県立中央病院で発

生 Ｌた こ と が 公 表さ れ ま Ｌた。 こ ω 事 故 が 公表 さ れた の は２ 月 中旬 で した が、 実 際 は 昨年 ⑳ 秋 に 発 生 して いま

し た。 悲 しいこ と に、 妊 娠 して い た 女 性 が担 当 医か ら 取 り通 えた 可 能 性 に つ いて 告 げ ら れ、 人 工 妊 娠 中 絶 的選

択 を 余儀 なく さ れま した 取 り 違 瓦 た 可 能性 とし っ あ』 まし な状 泥 下 で 妊 娠 Ｌた 女 性 カ ッ プ ル と 自 分た

ち のも の かも しれ な い 受 精 卵 で 他 人 が 妊 娠 した カ ッ プル の苦 悩 は計 り 知 れ ま せ ん。 日 本で は、 私た ち 看 護職 は

直接、 配 偶子 や受 精 卵 を 操 作 した り、 移 植す る こ と は あ りま せ ん。 Ｌか Ｌ、 生殖 医療 チ ー ム の 一員 と して、 こ

のよ う な 事 故 に関 わ り う る 日 常 を 過 ごＬて い る こ と を 白 覚 し な けれ ばな 呵 ま せ ん。 と く に 日 本 で は マ ンパ ワ ー

や設備面 でも規模の小さな医療施設 が多く 〔大病 院であっても生殖補助医療に関 しては同様です〕、 他 人事で

はな い と 感 じた 医 療 者 は 決 して 少 な く な いと 思 わ れ ま す。

ま ず は、 こ の 問 題 の 複 雑 さ を よ く 理 解す る 必 要 が あ ｏ ます。 そ して 次 号 で は、 事 故 防止 やリ ス ク マ ネ ジメ ン

ト につ い て 看 護 職 と して す べ き こ と を 皆 さん と 一 緒 に 考 えて みた い と 思 い ま す。 ぜ ひ、 皆 さ ん も ご 意 見 を広 報

委員会までお寄せく ださし お待ち してし ます

関連学会等の情報をご参照くださ へ
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第７回圓本生殖看護学会学術集会のご案内
一文化の視点から生殖看護を奪える一

２００９．９．１３（Ｓｍ〕 ｉ皿
三重県立看護犬学

本学術集会が開催される三 重県は、 医療施設が充実 し交通の利便 性が高い
都市部をもつ半面・ 小説

’潮 ぼ

で有名在 榊 島」 に代表される多くの離島や、［熊野古道ｊ といっ
た山間部な どの多くのへき地を抱えていま 丸

人□密度が低く、 交通アクセス の困難さが存在する
「ルーラル地域」 では独自⑳文化が育まれ、 そこに足を 踏

み入 れると、 都市部とは異なる時の
流れや 人と人とのつ ながりがありま 九 生殖についても地域がもつ 文化 の

視点か らと らえることが不可欠であり、 そこには子 ども
をもつことに関する地域 の意識や慣習な ど様ム なもの

がみ えて き ま す。 今回 ⑭ 学 術
集 会 で は、 文 化 は生 殖 に・ そ し て

生 殖 は 文 化 に何 を もた ら Ｌて い る の か・ そ し て

求め られる生殖看謹につ いて 考えてみたい と思います。

▽ プ ロ グラ ム

９ ’１５ 山 ９ ＝ ２５

９ ： ５５｝１１：２５

１１ ＝４０山 １２： ３５

１２ ＝４５－ １３－ １５

１３ ：２５山 １｛： ２５

１４ ＝３５ 山１５： １５

１５： １５山１６ ： Ｏ０

１６１００山１７：ヨＯ

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

会長講演 「ルーラル地 域における生殖医療従事者の役割とネットワーク」

三重県立着護大学 村本 淳子

一般漬題 （口演〕

事例検討会 【会員対象】 昼食

総 会

」般演題 （□演〕

特別講演 「生殖医療と身 体一文化と テクノロジーのは ざまで 一」

明治学廃大学社会学部社会学科 柘植 あづ み

一 般 演 題 ｛ポス タ ー〕 ティ ー プ レイ ク

シ ンポ ジ ウ ム 「ルー ラ ル 地 域 にお け る 文 化と 生 殖 看 謹」

シンポジスト 鳥羽市立神島診療所 奥野 正孝

助 産院フラウエンハウス加來 加來 久美

東北大学痛院婦人科外来 高橋 恵美子

▽参加申込み方法

郵 便 振 込 に てお 手 続き 下 さ い。 事 前 申込 み は ８月
２１目 倒 ま で です。

▽ 一 般 演 題・ ポス タ ー のお 申 込 み 方 法

申 込 み はメ ー ル で の エ ン トリ ー と Ｌます。 演 題 申 込 みは ４
月２４日 必着・ 漬 胆 抄竈

箇 切 は ５月２２目 必 着 です・

なお、 用 紙は ＨＰ か ら ダ
ウ ンロ ー ドでき ま す。

▽事例 検討会のお申 し込み方法

申 込 み はメ ー ル で の エ ン トリ ー と しま す。
検 討 事 例 の 申 込 み は４月２４目 必 宕で す。 な お・ 用 紙 は ＨＰ

か ら ダ

ウ ン ロ ー ドでき ま す。

▽宿泊について

会期が第２９回世界新体操選手権 ‘伊勢市にて 開催〕 と重なるため・ 宿泊困雄が予想 されま 九 数軒のホテ
ル

を確 保 して お り ま す。 ＨＰ を ご参照 下 さ い。

蝋群細は、 別 途送付いたＬまＬ
た学会⑭ご案内をご参照下さい。

▽お問い合わせ先

第７回日本生殖看護 学会学術集会事務局 （担当：崎山 貴代〕

〒５１４－０１１６ 三 重県 津 市 夢 が 丘１ 丁 目 １－１ 三 重県 立 看 護 大 学内
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第６回日 本生 殖看護学 会学 術集会 事例 検討会 報告（２）
報告者１神戸大学医学部 附属病院 山下 直美

兵庫 医科 大学病院 松本 豊美

■テーマ】 治療終結を選択できない事例一事例を振り返り 日々の実践への解決策を導く一

１事例紹介１

患 者 は４０歳 代。 夫 は 数 年 前 よ り 単 身 赴 任 中 であ り、一患 者 一 人 で 治 療 に 通っ て いる。 小 学 生 の 長 男 と 二 人

暮 ら し ｛学 習 障 害 あ り〕。 産 科 歴 は、 経 膣 分 娩１ 回 （早 産〕、 流 産 ３ 回、ＩＵＦＤ １ 回。 不 妊 治 療 を 始 め て か ら、

ＡＩＨ を畠２回実 施 し、 昨年 か ら一ＣＳＩを 開 始 した。 患 者 は、 「流 産 した 子 を 取 り 戻 した い」 「苦 Ｌ い 妊 娠 経 過 Ｌ

か記憶にない。 楽 しい妊娠経過を経験した い」と話す。 医師からの「治療終結」への選 択肢が伝えられる が、「排

卵す る限り治療したい」 という思いが強い。
一ディ ス カッ シ ョ ン 内 容】

①看護 者は、 恩者の 「排卵する 限巧治療 した い」 という思い を支援するという 姿勢で良いも のだろうか

② 今 後 必要 在 看 護 支 援 は 何か、 と い う ２点 を中 心 に 話 し 合い を 持っ た。

＜ 事例の問題点 〉流産の際の悲嘆作業が十 分に行われていないこと が考えられ、 その影響もあるのではな

いか。 芙 が単 身赴任中であり、 夫の思い や理解度がわからない。 芙婦揃っ た状 態での情報提供 がなされ

て い ない の で、 夫 婦 の
思 い が共 通 して いる の か、 す れ還 っ て いる のか が わ か ら ない。

く 患 者 へ のア プ ロー チ に つ い て 〉 長期 に 渡る 治療 で あ っ た た め、 自 分白 身 の 人生 を 振り 返 り、
気 持 ち の 整

理 を 行っ て い く こ と が 必 要 で は な い か… と い う 意 見 が 聞 か れた。 具 体 的 な 気 持 ち の整 理 の 方 法 と Ｌて は、

「あ なた に と っ て、 不 妊 治 療 と は 一家 族と は
亨」 と い う よう な 質 問形 式 の ア ン ケー トを 用 い、 自 分 の 気

持ちを文章化 していく方法な どが紹 介さ れ た また、 治療終結 Ｌた方晒実際の経験を共有できる場を作

る、 お 金と 時 間 に 対 して、 あ る 一 定の ライ ンを 持つ こと を 提 案 する、 と いう 施 設も あ っ た。

ほ とめ】
この事例検討会 には３０名近い参加があった。 他施設でも同様に、 治 療終結が選択できない事例を経験 して

いる こ と か ら 活発 な意 見 交 換 が あ っ た。 施 設 間 での 惜 報 交 換 が な され た こ と は 大 き な 学 び にな っ た の で は な

い か と 考 える。 ま た、 患 者 に 対 す る ア プ ロー チ の方 法 に つ い て は、 患 者の 治 療 経 過 や 個 別 性も あ る た め、 統

一 し た 見 解 ま では 見 い だす こ と は で き な かう た が、 長 期 に 渡 る 治療 で あ っ た か ら こ そ、 本 人 が治 療 終結 を 選

択す る過程を看謹者は支えること、 患者を 「孤独にしない」 ことが大切 であると 学ぶことが出来た。

む 理事会報告 ４

日 哺 １ｏｏ呂年１１月２７日内 【審議事項】 メ ディ カルオ ンライ ンヘの学会 誌の掲 載について

Ｅｌ １時 ：２００畠年１２月２０１」 出 １壇：ｏ ト １９、茗ｏ 場 所 一 聖 路 加 看 謹 大 学 ２ 号 館 ５ 階 ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム

山 席 理 事 ’ 森咀一、 右 森、 遠 藤、 小」ｌｌ、 岸 田、 清 水、 長 岡、 野 澤、 福 田、 村 本

１報告事項１
１
．
各 委員 会 報 告

・礁驚叢瓢１１竺１１１１１１∴ 冷
【審議事項】
１ 入会審査 ５名 の新規人会を 承認

２ 実践開発委員 会の今後の活動について

教 育機関と協力 し認定看護師のスキルアッ プ研修を支援 していく方針。 実践開発委員 が次回理事会までに

各 地 域 か ら 実 践 開 発委 員 会 の 幹 事 と して メ ンバ ー を選 出 す る。
３ 第 呂回 生 殖 看護 学 会学 術 集 会 に つ いて ２０１０年 ９月、 徳 島 にて 開催 の 予 定。

日 時１２００９年１月島０Ｈ㈲

１審 議事項】 入会審査． ３括の新 規入 会を承認。 日本看謹系学会協 議会役貝 選挙にお ける被選挙人の 選定。
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第６回九州地区勉強会報告

報告 者 １ 蔵 本ウイ メ ン ズク リ ニ ッ ク 久保 島 美 佳

テーマ 「不妊 と肥満」

日 時 １２００９年１ 月２５日旧〕１４１００山１７１００ 参加 者 １４１名

場 所１国家 公務員共済組合連合会 浜の町病 院研修講堂

＜ 事 例 超 介 〉 Ａ 氏３０代 前 半。 診 断名 ：ＰＣＯＳ． 不
妊 治 療を 始 め た 頃 より 体 重 が１５ｋ聖 増 加。 腹 腔 鏡下 卵 巣 多 孔

形 成 術 後 よ り ＷＦ 勧 め ら れる も ＡＲＴ に は 抵抗 あ り。 ＯＨＳＳ に な らな い か、 ま た、 夫 に 迷 惑 が かか る の で
は

ないかという不安がある。 主治医より 減量を勧められるも体重が減らない。 満腹感がなく 食欲を抑え られな

い 時 が ある。 集 中力 が
な く 運 動す る 気 に も 在 れな い。 こ のよ う な 患 者 に対

し どの よう に 対 処す れ ば よ い か。

く 講 演 １ ＞ 「
’’シ ン ド ロ ー ム Ｘ Ｘ

’
メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム と し て の ＰＣＯＳ」

熊本犬学大学院医掌薬学研究都産科学分野 医学博士 大場 隆先生

ＰＣＯＳ の 内 分 泌 動 態 は 高 ア ン ドロ ゲ ン 状態 で あ り、 不
妊 症以 外 にイ ンスリ ン抵 抗 性、 心 血 管イ

ベ ン ト のリ

ス ク 等 が引 き 起こ さ れる。 ＰＣＯＳ は不
妊 症 だけ の 問 題 で は なく・ 女性 の 一 生 を 左 右 する も ⑳ で あ りも っ

と 幅

広 く 見 て い か な け れ ぱな ら ない。

く 講演 ２ ＞ 「肥 満 とス ト レス」 ｛ わ かっ ち中 い る け ど や せ られ な いメ カ ニ ズム ｛

ウ エルネスサポー ト研究所働健康・体カ づくり事業財団 健康逗動指導士 八木 香里先生

ス ト レス レベ ル が高 まる と、精 神 症状 （気に なる、落 ち 込 むな
ど〕、身 体

症状 （偏 頭 痛、肩 こり な ど〕、行動 症 状（間

食、ア ルコ ー
ル、た ばこ な ど〕が 現れ る。 ス トレス

を コン トロ ー ル しダイ エ ッ トの成 功 を目 指す に は、動 機
づ け（内

的１外 的・肯 定 的・否 定 的等〕が 必要 で ある。ネ ガティ プ な気 持 ちか らポ ジティ プな気 持 ち にす るこ
と がポイ ン ト。

く 貿疑応答〉 ＰＣＯＳは女性の一生に関わるので専門 医への受診が大切。 どのような連携をとっていけばよい

かという質問 に対 Ｌ、「地域で ⑳情報交換や 勉強会などを通 じて、 近くにも専門 家がいることがわか 乱」「紹

介を密にＬていると、 紹介 先の医師も不 妊症の方への対応が上手 になる」 等の意見があっ た ＰＣＯＳの 肥満

者 の ほ と ん ど は、 痩
せ在 け れ ばい け な い と 自 覚 して いる が・ 不 妊 と いう ス ト レ ス を抱 えた ま ま であ れ ぱ・ 意

欲はある が完全にはできな いというのが現状である。 そのよう な人には単なる栄養指導よ りは、 精神的なサ

ポ ー トも 含め た専 門 的 な ア プロ ー チ が 必 要 であ る。

く今後勉強会で取り上 げて欲 しいテーマ〉

不妊治療後 の妊婦への看護 ・甲状腺機能低下症と不妊 ・ＰＣＯＳへの分子標的治療 な ど

関西地区勉強会報告

報告者１兵庫医科大学病院 松本 豊美

足立病院 上田 聡代

テーマ 「遺伝克ウンセリ ングと不妊看謹」 講 師：認定遺伝カウンセラー 佐藤 有希子

日 時’２００９年 １月３１日 出 １４’ＯＯ…１７１００ 参加 者 １２右名

場 所１兵庫医科大掌病 院 会議室

く 勉強会の概要 〉 遺伝カウ ンセラーの実腰を飽り、 看護の現場で看護師とＬて の支援に活用する目的で右Ｏ分

間の講演を聞いた。 その後 「実践していく具体的支援」
を明らかにする視点 で事例検討を行っ れ

＜ 事 例 紹 介 〉 ＡＲＴ ＯＣＳＩ〕 へ の ス テ ッ プア ッ プを 考え て い る が、 染 色 体 異 常の 亦
安 が 強 く、 悩 ん でい る。 患

者 白 身 の思 い の 中 で はパ ー フェ ク トベ ピ ー を希 望 す る 発 言 が聞 か れる 事 例。

＜ グループワーク ｛検討内容 の概要） 〉

１） 思いを知る、 情報収集：「治療への理解度」「夫の治療や挙児希望への思い」 「遺伝的知識⑳内容」

「染色 体異常に対Ｌての思い」

「カウ ンセリングス キルを学ぶ 事が大切 （情 報収集に重要〕」

２） 情報提供 「高齢出産と染色体異常⑳関係」「出生前検査や ＡＲＴ 児への影響」「自助グルー プ⑳紹介」

「出生前 診断 （クワ トロテスト・ 羊水検査〕」

３〕 看護介入１「必要時専門的カウ ンセラーを紹 介する」 「遣伝カウ ンセラ ｒ 心理カウンセラーとの連携」

「気軽に相談で彗る 場所の確保」
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＜勉強会を終兄てω評価＞

１〕 アンケー ト結果１「不妊看 謹で、 遺伝的看護介入の役割 が理解できた ２６名」

「考える 機会になった ２６名」 「具体的な行動が見い だせた ２伍名」
２〕 参加者の感想や要望 ：「他職種に紹 介する だけでなく、 私たちが理解 した上で紹 介することが大切」

「遣伝に関Ｌての 理解を・ 不 妊医療に携わる租たちが意識して取り組みたい」
「傾聴 情報提供なとの大切 さを再認識した」「定期的に勉強会を開催 してほ し，」
「関 西 では遣 伝 カ ウ ンセラ ー ２名 であ り、 連 携 の 大切 さを 感 じた」

「他施設の方と の意見交換が有意義だっ た」

３〕 今後 取 り上 げて 欲 Ｌい テ ーマ ー「里 親 や 整 子 縁組 に つ い て」 「ＡＩＤ につ い て」

「事 例 検 ‡会」 「何 で もし ！ 学 び たし」

く そ の 他 〉 不 妊 治 療・ 高 齢 妊娠・ 反 復 流 産・ 染 色 体異 常、
な どの 不 安を 多 く 持 つ 事例 に、 日々 理 解 を深 め ら

れないまま関わってい たことを再認講 し れ 講 義と事例検討で、 不 安な思いを聞く、 情報を集める看護者の
姿勢 が大切であることを再認識でき た 今棲も、 参加 者主 体の勉強会を 定期的に開催 したい。

教 育 推 進 委 貝 会 で は、 会 貝 が 主 催 す る 各 地 区 の 勉 強 会 ＃ ＃ 韮 ‡ ＊ 申 ＃ ＊ ＃ ＃ ま 申 ヰ ヰ ｝ ‡ ‡ ‡ 申 ‡ 申 ＃ 幸 非 ＊

を 支援 したいと考えておｏます凸 勉強会を企 画されてい

る 代 表 者 ω 方 は、 開 催 日 時、 開 催 場 所、 テ ー マ あ る い は

内 容、 連 絡 先 帷 所、 電 話 希 号、 Ｆ＾Ｘ 番 ｛、 メ ー ル ア

ドレス〕 等を以下 の遮舘先まで ご連 絡く ださ い。 よろ Ｌ

くお願 い申 し上 げます。

教育推進委員会担当理事 森 患美

教育推避委貝会担当埋事

森 恵 美 而ｏｎ＠ｆ冊 ｕ１ｔ１ｏｈｉｂ目一ｕＪｐ

千葉大学看護学部 母性看謹学教育研究分野

〒２５０一畠研２ 千 葉 市 中 央 区 亥 鼻１一昌一１

ＴＥＬ ． 咀 ３－２２直一呈４１０，
Ｆ ＾ Ｘ ’ ０４茗一２ 囲 一 別１４醜 「夫婦で支えあう不妊治療」

高知県厚生農業協同組合連合会 ＪＡ 高知病 院

高知女子大学 看護学研究科 修士課程 関 正節

県 の 健 康 づく り 諜 の 呼 ぴ か けで・ 不 妊 セ ミ ナ ー を 佳画 Ｌ・ 好 評 で あっ た ため 継 続 して 開 催す る こ と にな り ２

回 ］ の セ ミ ナ ー で の出 来 事 で した。 ミ ニ 講 座と 称 して 治 療 や 食 生 活 な どあ らゆ る 疑 問 に お 答 吏す る コー ナ ー の

後・ 夫婦 で参加されて いた ご主人が交流会で話された一言が参加青皆さんの心に温かい風をふっと 流してくだ
さった体験をお話Ｌま 丸 奥さんは勿論・ 他の 参加者の方たちも笑’嘘 きを Ｌていました。 奥さんとの会話の
掛 け 合 い がお か Ｌ かっ た の も あ り ま す が、 お 二 人の 気 持 ち が 通 じた 一 瞬 を 感 じた か ら で は ない で しょ う か。 ご

主人は 「僕は白分の性格かも しれませんが、 今回の周期で妊娠Ｌなかったのはもう どう考えてもだめなんだか
ら
・
次 は どう する か を 先 生 に 詳 Ｌ く 聞 きた い で す。」 と 話 さ れま した。 す る と 奥 さ ん は、 「私 は、 だ め だっ たっ

て こ と が 辛 いの に・あ な た は す ぐに 次 の こ と 先生 に 聞 く ぱっ かり で、 Ｌん どい こと わ か っ てく れて な い か ら… 。」

と 少 Ｌ 涙 ぐ んで い ま し た ご主 人 は・ 「あ っ・ そ う な の ・」 と 今、 気 が つ い た と い う 感 じで 何 の 悪 気 も な い 感

じで し た。 奥 さ ん は・ 「もう・ 」 と 少 Ｌ櫛 ね た 様 に、 多 く ⑳ 言 葉 を 返 Ｌ ま せ ん で した。 そ の う ち く す く す と 笑

い 始 め た 奥 さ んの 目 に は うｏ す らと 涙 がに じん で い ま した。 周 り もく す くす… と も ら い 笑 い 泣き。 ご主 人は 照

れ 臭 そ う に しな が ら も 申 し訳な さ そう で した。 お 互 いの 気 持 ち を オ ー プ ン に伝 え あう こ と は 難 しく、 も しか す

る と他の参加者も不妊治療を行い ながら夫婦でお互いの気持ちを暗中模 索Ｌていることに気づき、 ある意味少
Ｌ ほっ と Ｌ た の かも しれ ま せ ん。

不妊治療を受けているカッ プルの相談を何度 か受けてきて、 租自身も どのように対 応すればよいのか解らな
い 時 が あ り ま す。 対 象 者の 辛 さ を 知 っ て 支 える 援助 を、 皮 膚 に 入 り込 む よ う に は なか な か でき ま せ ん。 どん な

に 辛 く て も・ 治療 を 乗 り越 え て い く の はカ ッ プ ル 白身 の つ な が り・ 絆 １ 親 密 さ によ る も のな の で し上 う。 私た

ち は
・ そ のこ と を よ り 理 解 して い る 援助 者 で な け れ ぱな ら な い の では、 と 改 めて 感 じさ せ ら れる 一 場 面 で Ｌ た。
私 が・ 高 知 県 で 細々 な が ら 認 定看 護 師 の 活 動 を して い る の は、 同期 の北 村 明 子 さ んと 共 に、 セ ミ ナ ー を Ｌた Ｏ、
い ろ い ろ な 情 報 交 換 を Ｌて いる 事 が刺 激に な っ て い る 事 が あ りま す。 次 回 のリ レー 寄 稿 を 北 村 明 子 さ ん に、 お

願 い した い と 思 いま す。



⑥ 日本 生殖看護学 会 Ｎ・２２ Ｊ 珊 ・１・ 舳 １ 舳 ｆＦ・ｒ１ｌｌ１ 州 ・ｒｌｌ・皇
発行目 ２００９ ３

平成２１年度

研究助成を開始します

会員ω皆様の活動支援の一つ として・ 研究助成制
度を設けて いますので是非 ご活用下 さい。

たくさんの ご応募を心よりお待ち申 し 止げます。

なお、 詳 細 に つ き
ま して は学 会 ホ ー ム ペー ジ 帖 帥：〃ｊ呈ｉｎ．ｕ皿

ｉｎｊ旧〕 を ご参 照下
さ い。

研究助成募集要項

一研究助成の趣旨】

生殖 看護 艘 践に関 する調 査・研究を支援するため
に・ 会員 を対象と Ｌ・ 研

究費を助成 Ｌ・ 生殖看護の

発展 を 図る こ と を 目 的 とす る。

１助成の対象】

個 人 又 は 共 同 の研 究 者を 対 象と する。

晦 募資楮１

１． 研 究
代 表者 は 会 員 で あっ て、 会 貝

睡２ 年 以上 で ある 者。

２、 共 同 研
究 者は、 申 請 時 に 本 学

会会 員 であ る 者。

１助成金１

研究助 成金は研究計画一編 につき５万円を 限度とＬ・ 当
該年度の研究助成は２件までとす 乱

醐 究助成期 剛

平 成２１年 呂月 １ 日 山 平成２２年 ７月３１日ま で
の １ 年問 と す る。

【応募方法】

１ 学会 所定の研究助成 申請書に必要 事項を記 載し、
１・苦１１正・部・ 副１・部〕 を学会事務局 宛に

「研究

助成申請書類在中」 と朱害き し、 書留で送 付する。 申
請書類は返却 Ｌない。

２． 応 募 受 付
期 間 一平 成２１年 ４月 １ 日

一６月３０日

一選考及ぴ助成⑭決定１

研究助成審 査会において 選考 審査の上、 平 棚 年・月 下
旬に応募者に文書で通知 帆 選考に 関する問

い 合 わ せ に は 応 じ られ ない。

一肋成金⑭使途】

研 究 活動 に 必要 な 物．品費、
旅 費、 通 信

・ 運 搬費、
印 刷 費 な どを 含 む。

一研究成果の報告】

１
、
助 成 を 畳 け た 者 は、 研 究 が 終

了 後、 そ ω 結
果 を 理事 長 に 報 告す る。

２ 研 究成 果は、 ２年 以内に日本
生殖看護学会で発表Ｌ・ さらに日本

生殖看護学会誌に投稿す ん

３、 研究成 果
を他に発表する場 合には、 日本生殖看

護学会の研究助成を受けたことを明 記す ん

日本生殖看護学会 将来検討委員

長岡 由紀子
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● も し不妊看護の現場で行き詰まったら・・

日本生殖看護学会が相談１このります

実 際 に 患 者 さ んと 関 わ っ て い く 申 で、 「目 の前 に い る こ の 患者 さ ん に どの よう に 対
応 Ｌた ら い い の だろ う 三」

「患 者 さ ん と ゆっ く 巧 話 が 山 来る 環 境 を 作る た め に は どう し た ら い い の か
亨」 な ど・ 臨 床 ω 現 場 で は シス テ

ム

や 看 謹 観、 倫 理 観な どの叫
■で 問題 や ジ レ ンマ を感 じる こ と があ る と 思 いま す。

実践開発委員会では、 このような様々な問題に直面 Ｌた時に直接
ご相談をお受けし・ よりよい不妊看謹切方

向 性 を一 緒 に 考 えて い き た い と考 えて い ま す。 現 在、こ の シ ステ
ム は 日 本 生殖 看 護 学 会 のホ ー ム ペ ー ジ（ｈｔｔｐｌ〃

」害ｉｎ．ｕｍｉｎ加／
〕 か ら の み のア ク セ ス と なり ま す。

会貝⑭皆様 からω ご相 談をお待ち しています１ なお・ お寄せいただいた ご相談切中に は・ 同 じような悩み

を 持 つ 会員 の 皆 様の 参考 に なる も の が 多 く 含 ま れて いま す。 相 談 者 の同 慮を 頂 い た 上・ 相 談後 工
年 以 上 経 過 し

た 後、 相 談 さ れた 方 が 特 定 で
き な い 形 に 加 工 し、 『不 妊 看 護 に 関 す

る Ｑ ＆ Ａ」 と Ｌ て・ ニ ュー ス レタ ー や ホ ー

ム ペ ー ジ に 順 次掲 載 いた Ｌま す。 どう ぞ ご了 承 下 さ い。

驚１㌶嘉１ふ 脅
◆相議される場合は…

１ヨ本生殖看護学会のホームページにアクセス し、 専」１］ω 「ご相 談内容記入用紙」 に相談内容を出来る だけ詳

細 に ご記 入 後、 送 信
して く ださ い。 後 ほ ど、 お

返事 を送 ら せて いた だき ます。

■ ◎ 初め て高度生 殖補助 医療を 行っ た患者 さんに
■
締 続 し て 関 わ り ま Ｌ た。 以 前 は 同 じ 地 域 の 別 の ク

■ リ ニ ッ ク
を 受 診 Ｌて い た そ う で す が、 先

生 や 看 謹

■ 婦 さ ん の方 言 を 聞 か さ れる の にス トレス を 感 じ 「説

■ 明 ぐ ら い 標 準 語 で し て ほ Ｌ か っ た」 と、 転 院 さ れ

１
た と の こ と。 今 回 は

ご 自 分 の こ と も よ く 語 し、 り

■ ラ ッ ク ス し て 治 療 を 受 け て い た よ う で す
が、 こ の

１ 話 を 聞 い て 私 自 身、 方 言 や 言 葉 使 い に 過 度 に 気
を

一 使 っ て し ま い そ う で す。 今 後、 どの
よ う に 関 わ っ

た ら 良 いで Ｌエ う か。

■ ④ 以 前 か か ｏ て い た ク リ ニ ッ ク で は、 医 療 者 と

■ 患 者さ んと の間の隅た りを軽 減させて 親近感 を示
１
す た め に、 方言 で 話 す と いう

よう な か かわ りに な っ

Ｉ て い
た の か も Ｌ れ ま せ ん。 し か Ｌ、

こ の 方 も 方 言

一 だ け で 前 医 を 姉 に な っ た わ け で は な く、 自 分 の
悪

■
い を 聞 いて も らえ て い な いと い う 不 安 や

“
妊 娠
一；
と

■
い う 結 果 に 結 びつ か な い ス ト レス が そ ち ら に 向 け

■ ら れ て いる と い う 事も 考 え ら れま す。

■ 看 護 者 が 説 明 を す る 時、
患 者 さ ん が 理 解 で き て

■ い る か 亨 確 認 Ｌ な が ら 話 す こ と が 大 切 で す。 Ｌ か

Ｉ
し、 つ い つ い

理 解 し て 欲 しい と 思 う あ ま り、 相
手

の ぺ一 ス を老 えず に 一 方 的 に 話 す 時、 そ れ が 方 言 で

あ れ ぱ い っ そう 聞 き にく く 受 け 入 れ ら れ なく な っ て

Ｌまう かも しれ ま せ ん。

ま た 租 達 は 医 療 人 ・ プロ と Ｌて 仕 事 を Ｌ て い ま す。

業 務・ｌｌは 患 者 さ ん ⑳ 尊 厳を 守 っ て ケ ア を す る た め に、
１

節 度 あ る 接 Ｌ方 と いう の が求 め ら れ る と 思 い ま す亡

そ う い っ た 意 味 で は、 や
はｏ 標 準 語 を 使 用 す る の が ■

よ い の で し よ う 。 ■

しか し、 今 回 の 治 療 中 に継 続
して 関 わ っ た こ と で、

■

信 頼関 係を 築きた いとい う想 いは確 実 に伝 わっ て ■
いる と 思 いま す。 「私 も方 言 が 出る か も Ｌ れ ま せ ん。 ■

わ かり にく かっ た ら、 いつ でも お っ し キっ て く だ さ １

い ね。 気 をつ け ま す か ら」 と、 笑 顔 で 話 せる と い い
Ｉ

か も Ｌ れ ま せ ん。 対 象 者 に 正 直 に 接 す る こ と も、 時 ■

に は大 切 だと 思い ま す。 ■

■

澄
■

■

■

■
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Ｉ

一



⑧ 日本生殖看護学会
発行日 ２００９ ３

国 不妊症看護認定看護師

教育課程からのお知らせ

１繋亭１
お役立ちサイ トの ご推薦

◆シ ェリングプラウ社晒サイ ト；ファティリティー。」ｐ

生 殖 医 療 に関 す る 国 内 外の 情 報、 学 会・
セ ミ ナー

の ご案 内、 診 療 お 役 立 ち ツ ー ル 等、
多 彩 な 情 報 が

盛 り だ く さ ん です。 会 員 登 録 す る こ
と で、 さ ら に

詳 しい 学術情 報を見る ことができ ます。 一 度覗い

て み て く ださ い。

１、 目 本 生 殖 看 護
学 会 へ のお 問 い 合 わ せ、 会 員 に伝

え た い 情 報・ ニ ュ ー ス
レタ ー に 関 す る ご希 望 ・ ご意 見な ど

が あ り ま Ｌ た ら、 ＦＡ Ｘ ：０３
一拮２那一石３呂Ｏ も Ｌ く は Ｅ－ｍ 刮１ ｊ昌ｉｎ＠呈１㎝一目ｃ－ｐ

ま で、 お 気 軽 に
ご 連 絡 く だ さ い 。

２
．
ニ ュ ー ス レ ター は 郵送 で は な い ので 転 送 は さ れ

ま せ ん。 した がっ て、 住
所・氏 名１所属 等 の変 更 が ある 方 は。

速 や か に ご連 絡 く だ さい。

３． お
知 り 合い の 方 を ぜ ひ 日 本生 殖 看護 学 会 へ お 誘 いく ださ い。 入 会希 望の 方 が い

らっ しゃ い ま Ｌた ら、
入 会

案 内 を お 送 り しま す の で、 お 名 前、
ご連 絡 先 を お 知 ら せく だ さ い。

４、 日 本
生殖 看 護 学 会 ホ ーム ペ ー ジ （ｈｔｔｐ：〃ｊ彗ｉｎ，ｕｍ皿ｊｐ

〕 を 適宜 更 新 して い ます。 ぜ ひ新 Ｌい 情 報
を ご 活用 く

だ さ い。

重 要 会費の納入をお願いします

平成２０年 度会 削 平成２０年９月 １口～ 平成２１年呂月茗１日の 諸柵動 に伴う 会
萱です〕の納入をお願い いた しま す凸ま た，

平成 肌 年４月に 実施する役員 選挙の選挙権は、平 砒２１年３月 末日までに
会費を納入された会貝が もつ ことができ圭 エ

過年度 分につ きま して も， ぜ ひ納 入
をお願い申 し トげます。

獺集僅記

１月 いぬ、 ２月 逃
げる、 ３月去る とはよく言 っ

たも切で、

１ 月、
２ 月 は あ っ とＬｒう 問 に 終 わ コ て し ま しｒ冒≡し た回 そ

しτ、 ８月 も終 わりを告 げよう
として いまず回 令

年も こ

の時期、 一緒に 仕事在してＬｒた人
達 が新 た恵人生へ向 け

て去っ ていきま した。 そ して、
闇も なく、 新 しい

人々 を

迎 え、 新 たな
ｒ年 がスタ ー トしま 可恒 年度末、 生殖医

療

の信 頼を覆 す事件があＯ ま した坦 来 年は、
明るＬ、話題を

提 供できる よう な１年１［なって欲 しＬ、も切 でず。

今年の 桜の開花は 早Ｌ、と聞し、てＬ、ま すが， 気 象庁、 目本

気象協 会、そ の他口〕天 気予
執 いずれも例年期 持を裏切 コ

てくれ ますよね。 身近なお
花見便ｏ が最も信 頼で吉る か

も しれ ません岨 また、 む花 見の
計画を立てま しょう。

（広報 委員 野澤美江 子、塩 沢直美、林はる
弘 安成智子〕

目本生殖看護学会
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